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目的 病期 IV の患者の予後因子と時代とともに変遷してきた治療種による

生存率への影響を調べる 
データソース  
研究の選択  
データ抽出  

主な結果 

重要な因子は、遠隔転移部位、遠隔転移前の無病生存期間、遠隔転移

前の病期である。転移臓器毎の生存期間中央値と 5 年生存率は、それ

ぞれ、皮膚、リンパ節、消化管：12.5 ヶ月、14％、肺：8.3 ヶ月、4％、

肝、脳、骨：4.4 ヶ月、3％。22 年間で治療による生存率の変化はな

かった。 
 
 
 

結論 

明らかにされた 3 つの予後因子は、今後の臨床試験の計画において考

慮されるべきである。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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エビデンスのレベル分類（ IV ） 
 
１５２１人と多数の症例について検討した、重要なデータである。 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


